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小倉　　武
第２区長

倉田　　稔
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中嶋　正光
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丸山　智司
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飯塚　智久

第13区長

星野　正⼈

区長会長

第５区長

飯塚興志次

行政区 区　　長 区長代理 公民分館長

１ 小 倉 　 　 武 飯 塚 　 郁 夫 星 野 　 一 也近 藤 　 政 敏

２ 倉 田 　 　 稔 深 石 　 康 志 後 藤 　 桂 二大 木 　 友 明

３ 林 　 　 　 豊
山 岸 　 和 美

石 坂 　 祐 一石 坂 　 忠 志
剣 持 　 貴 史

４ 登 坂 　 茂 喜 野 上 　 一 郎 山 口 　 　 喬

５ 区長会長

飯 塚 興 志 次

渡 部 　 武 壽
深 代 　 幸 雄後 藤 　 義 宏

田 村 　 佑 子
６ 小 山 　 博 義 武 田 　 和 幸 武 田 　 光 正

７
区長会長代理
有 馬 　 礼 寿 小 渕 　 友 幸 中 嶋 　 秀 樹

８ 相 京 　 良 一 荒 木 　 茂 夫 金 井 　 正 幸
９ 中 嶋 　 正 光 町 田 英 太 郎 中 嶋 　 正 明
10 金 井 　 喜 義 林 　 　 嘉 彦 金 井 　 　 等
11 丸 山 　 智 司 竹 渕 　 篤 治 松 井 　 陽 威
12 飯 塚 　 智 久 倉 澤 　 了 一 和 田 　 順 一
13 星 野 　 正 人 星 野 　 栄 一 大 渕 　 俊 幸

（敬称略）

令和２年度　行政区役員のみなさん
１年間よろしくお願いします

紹介
します
introduce

令和２年度　行政区役員一覧表
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introduce

上段左より：山口第１分団長・後藤第２分団長・荒木第３分団長・後藤役場分団長
下段左より：後藤副団長・大木団長・後藤村長・都筑副団長・木村ラッパ長
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〃
　

阿
部　

拓
哉
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伸
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山
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２
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分
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伊
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深
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〃
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誠
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〃
　

木
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和
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〃
　

唐
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広
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〃
　

飯
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翔
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◎
第
３
分
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分
団
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荒
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勝
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副
分
団
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武
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和
也

　

〃
　

飯
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直
人
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大
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誠
治

　

〃
　

町
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秀
幸

　

〃
　

都
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〃
　

町
田　

拓
矢

　

〃
　

金
井　

鮎
人

　

〃
　

松
井　

智
春

◎
役
場
分
団

　

分
団
長　

後
藤　

裕
之

　

班

長　

廣
田　

和
則

　

ラ
ッ
パ
長　

木
村　
　

勇

◎
第
１
分
団

　

分
団
長　

山
口　

徳
明

　

副
分
団
長　

武
淵　
　

純

◎
本
部
役
員

　

団

長　

大
木　

牧
男

　

副
団
長　

都
筑　

尚
幸

　

〃
　

後
藤　

英
樹

団体役員紹介団体役員紹介団体役員紹介
　　　　　　　（敬称略）

令和２年度

◎
本
部
役
員

　

会
　

長　
　

林　

み
え
子

　

副

会

長　
　

五
嶌　

文
代

　

監
　

事　
　

緑
川　

淳
子

　

監
　

事　
　

田
村　

好
美

　

相

談

役　
　

林　
　

百
合

　

顧
　

問　
　

都
筑　

順
子

　
高
山
村
婦
人
会

高
山
村
女
性
部
し
ら
ゆ
り

◎
本
部
役
員

　

部
　

長　
　

田
中
万
紀
子

　

副

部

長　
　

石
部　
　

愛

　

会　
　

計　
　

小
野　

一
恵

　

監　
　

査　
　

綿
貫
奈
津
美

　高山村消防団今年度の役員を紹介します。
　「自分達の地域は自分達で守る。」という信念の下、
消防団員であることに誇りを持ち、村民皆様の信頼
に応えられるよう活動して参ります。
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よろしく
　 　お願い
　　　　します！！

（敬称略）

高
山
小
学
校

教
頭　
高
橋　
直
樹

 

（
東
吾
妻
町
立
坂
上
小
学
校
へ
）

教
諭　
山
口　
祐
子（
定
年
退
職
）

教
諭　
谷
川　
　
篤

 

（
嬬
恋
村
立
東
部
小
学
校
へ
）

教
諭　
高
橋　
詠
子

 

（
高
山
中
学
校
へ
）

教
諭　
大
竹　
　
恵

 

（
草
津
町
立
草
津
小
学
校
へ
）

転
出
者

転
入
者

高
山
幼
稚
園

教
諭（
補
佐
）　

大
渕　

初
美

 

（
定
年
退
職
）

教
諭（
主
事
）　

小
倉　

千
明

 
（
高
山
村
保
育
所
へ
）

教
諭（
係
長
）　
田
村
留
美
子

 

（
教
育
委
員
会
事
務
局
か
ら
）

教
諭（
主
事
）　
平
形　
　
望

 

（
高
山
村
保
育
所
か
ら
）

転
出
者

転
入
者

転
入
者

教　頭

和地　孝之

教　諭

関本　和秀

教　諭

鈴木　輝也

教　諭
上田　淳一
（再任用）

教　頭

唐澤　光貴

教　諭

剣持　好司

教　諭
吉田　汐里
（新採用）

高
山
中
学
校

教
頭　
狩
野　
大
樹

 

（
渋
川
市
立
古
巻
小
学
校
へ
）

教
諭　
角
田
た
ず
み（
定
年
退
職
）

教
諭　
関　
　
俊
明（
勧
奨
退
職
）

養
護
教
諭　
本
田　
公
子

 

（
長
野
原
町
立
応
桑
小
学
校
へ
）

教　諭
髙橋　詠子

教
諭　
角
田
た
ず
み（
再
任
用
）

転
出
者

四
⽉
句
会

桜
咲
く
み
そ
工
房
も
麹

こ
う
じ
の
香

新
コ
ロ
ナ
遠
慮
会
釈
の
花
の
寺�

節
子

ふ
る
里
へ
命
育
く
む
つ
ば
め
来
る

ぶ
ら
ん
こ
は
愛い

と

し
き
日
々
の
名
浅
か
な�

泰
枝

鳥
交さ

か

る
ト
ン
ガ
リ
屋
根
を
転
げ
落
つ

う
ぐ
ひ
す
の
ひ
ね
も
す
鳴
け
る
良
き
日
和�

あ
き
を

咲
き
誇ほ

こ

る
桜
も
か
す
む
地
球
難な

ん

大
工
事
終
え
た
る
土
手
の
芝
芽
吹
く�

キ
ヨ
子

い
く
た
び
も
枝
見
上
げ
た
り
剪
定
夫

馬
鈴
薯
を
植
え
し
ひ
と
り
の
夕
は
来
る�

良
郷

背
景
に
谷
川
岳だ

け

の
花
り
ん
ご

花
吹
雪
ひ
と
り
浴
び
て
の
ご
満
悦�

昭
典

絵
の
よ
う
な
か
す
み
が
か
り
の
山
若
葉

山
里
や
今
が
さ
か
り
の
桜
花�

紫
雲

喜
劇
の
王
さ
ら
い
し
コ
ロ
ナ
弥
生
の
忌

汚
れ
た
る
「
桜
」
見
ぬ
間
に
花
は
葉
に�

朝
郎

う
ぐ
ひ
す
や
山
ふ
と
こ
ろ
の
一
軒
家

芽
吹
き
山
静
か
に
夕
日
沈
み
ゆ
く�

幸
子

新
コ
ロ
ナ
恐
怖
を
余
所
に
桜
咲
く�

あ
き
を
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就
任
あ
い
さ
つ 

教
育
長　

山
口　
　
廣

こ
の
た
び
、
村
長
か
ら
任
命
さ
れ
、

村
議
会
の
同
意
を
賜
り
、
教
育
長
と

し
て
２
期
目
に
就
任
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
山
口
廣
で
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

１
期
目
は
、
学
校
教
育
で
個
に
応

じ
た
指
導
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、

通
級
指
導
教
室
を
小
・
中
学
校
に
開

設
、
い
ぶ
き
会
館
に
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
「
つ
ぼ
み
」
を
開
設
し
、
子
供

た
ち
の
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

英
語
教
育
で
は
、英
語
検
定
料
（
漢

字
検
定
料
も
）
を
小
・
中
学
生
の
全

員
を
対
象
に
全
額
補
助
を
行
い
、
成

果
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
社
会
教
育

と
学
校
教
育
の
連
携
に
よ
る
英
語
教

育
の
充
実
も
行
い
ま
し
た
。

文
化
分
野
で
は
、
冊
子
「
た
か
や

ま
の
文
化
財
」
の
改
訂
や
新
た
な
文

化
財
の
指
定
な
ど
を
行
い
、
ス
ポ
ー

ツ
分
野
で
は
村
民
運
動
会
の
見
直
し

な
ど
を
行
い
、
皆
様
が
一
層
充
実
し

た
生
涯
学
習
が
で
き
る
環
境
を
整
え

ま
し
た
。

今
後
で
す
が
、
い
ま
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
よ
う
に
、

子
供
た
ち
や
生
涯
学
習
で
学
ぶ
方
々

の
安
心
・
安
全
の
対
策
を
重
視
し
た

教
育
行
政
を
行
い
ま
す
。

次
に
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

の
推
進
で
す
。
児
童
生
徒
一
人
１
台

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
を
導
入
し
、
将

来
の
社
会
に
対
応
で
き
る
児
童
生
徒

の
育
成
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
に
吾
妻
郡
民
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
高
山
村
を
メ
イ
ン
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
す
。
大
会
に
向
け
、
関

係
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
郡
民
の

皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に

準
備
を
し
て
い
き
ま
す
。

文
化
面
で
は
、
高
山
村
の
伝
統
あ

る
文
化
や
伝
統
行
事
、
歴
史
な
ど
を

多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
事
業
展
開
を
行
い
、
村
民
の

皆
様
が
高
山
村
を
愛
し
、
誇
り
に
思

え
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。今

後
も
村
民
皆
様
の
ご
指
導
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
、
教
育
長
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

令
和
２
年
４
月
４
日

　
阿
部　
信
惠　
　
90
歳（
本
宿
）

令
和
２
年
４
月
７
日

　
竹
淵　
美
代
次　
93
歳（
熊
野
）

令
和
２
年
４
月
７
日

　
河
原
田　
い
せ　
97
歳（
関
田
）

令
和
２
年
３
月
25
日

　
高
橋　
陽は

る（
関
田
）

　
　
父　
祐
太　
母　
美
咲

お
め
で
と
う
出
生
児

（
令
和
２
年
３
月
16
日
か
ら

　
　
　
令
和
２
年
４
月
14
日
の

 

高
山
村
役
場
届
出
）

※
敬
称
略

人口と世帯数
（４月１日現在）

※（　）内は、前月との比較

人口
男
女
世帯数

（    人616,3 ＋29）
    人808,1 （＋14）
    人808,1 （＋15）
（ 帯世754,1 ＋36）

４月

５月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月
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●
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●
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●
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●
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●

●

●
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６月

　納税等 ★印が５月に納めていただく税等です。

村
県
民
税

固
定
資
産
税

軽
自
動
車
税

介
護
保
険
料

後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料

国
民
健
康

保
険
税

上
・
下
水
道

使
用
料

税金は  社会を支える  あなたの会費

※�

掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
届
出
の
際
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。


